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 (1) 佐敷校編『郷土誌佐敷町・教育五十年史』（佐敷尋常高等小学校，1922） 
 (2) 矢野彩仙『佐敷文教史』（佐敷町役場，1939） 





















 第一期 明治五年（1872）〜明治十年（1877）「啓微堂で学んだ後、佐敷小学校助手として勤める」 
 第二期 明治十一年（1878）〜明治十五年（1882）「西南の役後、上京し慶應義塾で学ぶ」 
 第三期 明治十六年（1883）〜明治二十九年（1896）「佐敷小学校教諭後、校長として勤める」 
 第四期 明治三十年（1897）〜大正七年（1918）「慶應義塾幼稚舎長として勤める」 
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   但、単語ヲ授ク前二片假名、平假名ヲ掛板ニ記シ授クベシ。 
  数学＝和洋法兼用ユ。 








































































































































































































 毎興児童心自新  常に児童と共に自ら新たになり 
 不管人間窮達事  人間の窮達の事にかかはらず 






















 (1) 佐敷小学校同窓会 
 (2) 佐敷公同会 
 (3) 葦北郡剣道連盟 
 (4) 田川小学校父兄会 
 (5) 葦北郡教育総集会 
 (6) 修養団芦北支部 
 (7) 葦北郡女教員総会 
 (8) 葦北郡青年訓練所幹部講習会 
 (9) 芦北農林高等学校 
 (10) 芦北實科高等女学校 
 (11) 清和会 
 (12) 公道会 















さしのほる 旭に露乃 きえはてて 色新たなり 大和島山 
 






















































































経歴 時事、（  ）は芦北地域の沿革 
安政六年（1859） １歳 佐敷花岡東にて父・弥七、母はチカの間に生まれる。安政の大獄〜1858 
明治元年（1867） ８歳 啓微堂に学ぶ。 明治維新 
明治五年（1872） 13歳 佐敷小学校助手となる。 ７月、学制発布 
（同月、佐敷郵便局開設。） 
明治十年（1877） 18歳 能勢政元の鎮撫隊に入り、地域の秩序回復に努める。２月、西南の役起こる。 
明治十一年（1878） 19歳 慶応義塾へ入塾する。  
明治十二年（1879） 20歳  ９月、教育令制定される。 














明治十九年（1886） 27歳 福澤諭吉より二度目の出京勧誘の手紙が届く。 ５月、教科書検定制度の成立  
小・中・師範学校令公布 
明治二十年（1887） 28歳 芦北高等小学校の校長となる。  
明治二十一年（1888） 29歳 芦北北部高等小学校の校長となる。  
明治二十二年（1889） 30歳  ２月、「大日本帝国憲法」公布  
市町村制が敷かれる。 
明治二十三年（1890） 31歳  10月、新小学校令 教育勅語  
小学校教則大綱制度 
明治二十五年（1892） 33歳 芦北北部高等小学校が廃止。 学制改革 
明治二十六年（1893） 34歳 組合立芦北中央高等小学校開校。再び校長の任につく。11月、事業補習学校規定制定  
明治二十七年（1894） 35歳 「ヘルバルトの教育学説唱道」研修会開催 ７月、日清戦争 
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明治三十五年（1902） 43歳   







明治三十七年（1904） 46歳 ６月、初めて早慶野球戦を行う。 ２月、日露戦争 全国一斉に国定教
科書使用 













明治四十三年（1910） 52歳 ６月、理科実験室が落成する。 ４月、第二期国定教科書使用開始 
明治四十四年（1911） 53歳 １月、上学年の一部を二学級とする。  
明治四十五年（1912） 54歳 ２月、寄宿舎裏に50坪の大土俵を建設する。 明治天皇崩御 
大正二年（1913） 55歳 舎長住宅用として、寄宿舎に一室を設く。  
大正三年（1914） 56歳 ８月、「慶應義塾小学科幼稚舎要覧」刊行 ８月、第一次世界大戦参加 










































４月、算術教科書メートル法採用   















４ 佐敷小学校百周年記念事業期成会，『佐敷小の百年 佐敷小学校創立百周年記念誌』，1976, pp.51-58． 






























20 矢野彩仙，『佐敷文教史』，佐敷町役場，1939, p.90. 
21 森が上京し、慶應義塾に入塾する前のエピソードと思われる。（矢野，前掲『佐敷文教史』，p.90） 
22 花立，前掲『横井小楠の弟子たち』，pp.375-376.  
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23 江口英次郎（高確）（不詳）は後に鹿児島県知事に任ぜられたが、赴任の途中で逝去した。（鳥居正直，『遺稿わ
が生涯（下）』，1994，pp.291-292） 





27 鈴木，前掲『慶應義塾幼稚舎史料集 第三集 第四代舎長森常樹の人とその教育思想 一次史料編』，pp.178-179  
28 同上，p.168.（資料１） 
29 福澤諭吉，『福澤諭吉著作集 第12巻 福翁自伝 福澤全集緒言』，慶応義塾大学出版会，2003, pp.398-399. 
30 山本，前掲『地域に生きた教育者列伝』，2015, p.3. 
31 水俣に芦北南部高等小学校が設立された時期のエピソードであると思われる。（前掲，矢野，p.3） 
32 芦北町誌編集委員会編，『芦北町誌』，芦北町役場，1977, pp.595-596． 
33 矢野，前掲『佐敷文教史』，p.3. 
34 佐敷小学校百周年祈念事業期成会，前掲『佐敷小の百年 佐敷小学校創立百周年記念誌』，pp.57-58.（資料２）  
35 矢野，前掲『佐敷文教史』，p.5. 
36 山本正身，「日本におけるヘルバルト派教育学の導入と展開」，社会学研究紀要 第25号, 1989, pp.67-74． 
37 史料にて確認できるものとしては、福澤からの出京勧誘の手紙はこれが三度目である。一度目は明治十五年に
帰郷して直に届いている。二度目は明治十九年に届いている。 












43 前掲，鈴木，「４Ｈ｣, p.100. 
44 芦北町誌編集委員会編，前掲『芦北町誌』，p.627. 
45 前掲，鈴木，「森日記」，p.169. 
46 山本の言葉を基にしている。（山本，前掲『地域に生きた教育者列伝』，p.3） 
47 慶應義塾ＨＰ（http://www.keio.ac.jp/ja/contents/mamehyakka/53.html）における「慶應義塾の目的」より 
48 一例としては、森が入塾した時の在学生で後にも交友があったと思われる人物に美澤進（1849〜1923）がいる。
美澤が創設に関わった横浜商法学校で英語を学ぶよう娘婿に薦めている。 
49 前述の山本氏は芦北町地域の学校の沿革誌や記念誌を参考に、明治から昭和にかけて活躍した11人の伝記を執
筆し、芦北町の郷土誌「野坂の浦」に11回に分けて掲載した内容を１冊にまとめている。なお、本内容を掲載し
ていた郷土誌『野坂の浦』は、「芦北での出生如何を問わず、芦北の風土や人情をこよなく愛し、芦北の伝統文
化等を見直し、芦北地域進展の機運を盛り上げようと」発足した「芦北ふるさと会」が母体として誕生し、現在
「第六十一号」を発刊している。これまでの芦北の歴史・文化・教育の様子を知ることのできる郷土誌である。  
